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朝夕はすっかり涼しくなりましたが、日中はまだまだ暑い日が
続いています。あちらこちらに秋の気配が少しずつ漂ってきてい
ることも感じるのですが、今しばらくは残暑の方が勝りそうな今日この頃です。体調には十分
気を付けてお過ごしください。
先日は本校の運動会に多数ご参加いただき、また準備や後片付けにご協力いただきまして、

本当にありがとうございました。運動会という目標に向かって、厳しい暑さの中、日々練習を
重ねてきたことは、子どもたちにとって貴重な経験になりました。今、自分がもっている力を
１００％発揮しながら、さらなる高みを目指して練習に励むことで、その力が１１０％、１２
０％に伸びていきます。それは簡単なことではありません。できないことや困難なことに立ち
向かっていかなければならないからです。時にはくじけそうになったり、諦めそうになったり
することもあるかもしれません。その時に大切なのが共にいる「仲間」だと思います。一人で
は無理でも友だちとなら乗り越えられる。そんなことがこれから何度もあります。学校行事や
日々の営みを通して、子どもたちにはそのことをたくさん実感させてあげたいと考えます。
今回残念ながら運動会当日に参加できなかった子たちのために、みんな揃って演技をする機

会を設けようと考えています。それをやり遂げ、今年のみんなの運動会を終えていきたいと思
います。

これは、埼玉県の詩人・宮澤章二さんの
「行為の意味」という詩です。ＡＣジャパ
ンのＣＭでお聞きになったことがあるかも
しれません。
学校では日々道徳科の時間を要として、

子どもたちの道徳性を養っているところで
す。「心」や「思い」の育ちは各ご家庭で
も感じられていると思います。ただ、見え
ない「心」や「思い」にとどまるのではな
く、「行動や態度などの目に見える形」に
表せるようになっていってほしいと願って
います。
自身がもっている「あたたかい心」や「や

さしい思い」を「心づかい」や「思いやり」
として表現できる、認め合える、そんな一
人一人が集まった十津川第一小学校を目指
したいと思います。ご家庭でもご協力をよ
ろしくお願いします。

あなたの心はどんな形ですか
と 人に聞かれても答えようがない
自分にも他人にも心は見えない
けれど ほんとうに見えないのであろうか

確かに心はだれにも見えない
けれど心づかいは見えるのだ
それは 人に対する積極的な行為だから

同じように胸の中の思いは見えない
けれど思いやりはだれにでも見える
それも 人に対する積極的な行為なのだから

あたたかい心が あたたかい行為になり
やさしい思いが やさしい行為になるとき
「心」も「思い」も、初めて美しく生きる
それは 人が人として生きることだ

「行為の意味」 宮澤章二


